
 

明治17年、岡山に生まれる。本名は茂次郎。 

明治 34 年に上京。翌年、早稲田実業学校へ入学する。明治 38 年、同校専攻科に進学、４か

月で中退。在学中より新聞や雑誌に投書するうちに博文館の西村渚山の目に留まり、本欄に寄

稿するよう勧められ、画家としてデビューする。 

うりざね顔に長いまつ毛、憂いを帯びた表情、華奢な体つきを特徴とする女性の絵は“夢二式

美人画”と呼ばれて全国の青年子女を虜にし、後続の画家たちにも多大な影響を与えた。 

少女誌、児童誌、婦人誌ほか、幅広いジャンルの雑誌で挿絵等を描き、デザイン・装幀でも多

彩な作品を残す一方で、詩、童謡、童話の創作にも才能を発揮した。 

「大正ロマン」といわれる時代を象徴する存在として、時をこえて愛され続けている。 

今月は「竹久夢二特集」といたしまして、夢二の様々な活動をご紹介します。 

49歳の若さでこの世を去るまで、多くの作品を生み出す一方、私生活では数々の恋愛、旅を重ね、自由

を愛するさすらい人でもあった夢二。つねに理想とする芸術を志し、新しい表現に挑戦し続けた 

波乱万丈な生涯をたどります。 
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WEB版 

わすれなぐさ 

港屋絵草紙店 

セノオ楽譜の流行 

雑誌の仕事 

大正イマジュリィの誕生 

3/17～5/5 ＜常設展＞ 少女雑誌コレクションの中から代表的な少女雑誌及びふろくを展示いたします 

T
a

k
eh

isa
 Y

u
m

eji 

主な参考文献▶▶▶『別冊太陽 竹久夢二の世界』（平凡社）、『竹久夢二 大正モダン・デザインブック』（河出書房新社）、『竹久夢二 美と愛への情景に生きた漂泊の画人』（六耀社） 


